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場所 誤 正 

P128：2行目 間質性肺炎 間質性腎炎

p204：見出「1）腸の不調と

薬の働き」の下4行目 

水分の吸収は大半が大腸で行われ 水分の吸収は大半が小腸で行われ 

p229：7～9行 LDLが140mg/dL以上，血中コレステ

ロール値が220mg/dL以上である状

態を脂質異常症（高脂血症）という。

LDLが140mg/dL以上，HDLが40mg/
dL以下、中性脂肪が150mg/dL以上の

いずれかである状態を脂質異常症（高

脂血症）という。 

p245：表3-29痔瘻の右枠「受

診勧奨のポイント」 

（右を追加） すぐに受診が必要

p253：5行目 マイン酸クロルフェニラミン マレイン酸クロルフェニラミン 

p289：下8行目と13行目 ① 本剤をまたは鶏卵によるアレル

ギー症状を起こした人は使用しない

こと。

① 薬によりアレルギー症状を起こし

たことがある人は医師または薬剤師に

相談すること。

p254：(5)抗菌成分の2行目後

半～4行目 

……セトリミド，イソプロピルメチル

フェノール，硫酸コリスチン，スルフ

ィソミジンイソプロピルメチルフェ

ノールが用いられる。

……セトリミド，イソプロピルメチル

フェノール，硫酸コリスチン，スルフ

ィソミジンが用いられる。

p268：9行目中ほど ……または、やくしゃみ、鼻みず…

… 

……または、くしゃみ、鼻みず…… 

p275：9行目 ・前立腺肥大による排尿困難お症状

のある人 

・前立腺肥大による排尿困難の症状

のある人 

p291： 
①塗り薬の下3行目最後

 ：③噴霧剤の下4行目 

 
……刺激間

振蕩（文字の誤り） 

 
……刺激感

振盪（震蕩、震盪でも可） 

＊振るい動かすこと 

p310：6)サリチル酸およびイ

オウの使用上の注意 

患部が化膿しているなど湿潤、びらん

が著しい場合には、あらかじめ適切な

処置を行った後使用すること。

患部が化膿しているなど湿潤、びらん

が著しい場合には、医師または薬剤師

に相談すること。

p382：重要ポイント中 （3．と7．が同内容） （3．を削除し4．から6．までを1つ繰

り上げる） 

p406：重要ポイント中 2．厚生労働省大臣 2．厚生労働大臣

p416：6行目 ① 改訂年月日 ① 改訂年月

 


